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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊1  ▲はマイナスを表します。 ＊2 23日の国内市場は休場のため（秋分の日）、22
日の価格を掲載

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落しました。
20～21日に米連邦公開市場委員会（FOMC）を控え、米金融政策の方向性
を見極めたいとの投資家も多く、週前半は不安定な値動きとなりました。
FOMCにおいて米連邦準備制度理事会（FRB）が市場予想以上に強い金融引
き締めを継続する姿勢を示すと、週末は下落しました。
なお、21～22日に開催された日銀金融政策決定会合では金融政策の現状維
持が決定され、大方の予想通りであったことから市場の反応は限定的でした。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅に下落しました。
21～22日のFOMCでFRBが積極的な利上げを継続する姿勢を示すとの警戒
感は根強く、先週から引き続き不安定な値動きとなりました。FOMC後のパ
ウエルFRB議長の記者会見で、2023年も利上げを行う可能性が高いことが改
めて示唆されると、積極的な金融引き締めに伴う米景気の減速懸念が意識さ
れ、週末まで下落し、およそ3カ月ぶりに30,000ドルを割り込みました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で低下しました。
日米の金融政策の結果発表を控え、金融政策の先行きを見極めようと、様子見
ムードが強く、週央までは積極的な売買は控えられました。週末は、日銀が現
行の大規模な金融緩和の現状維持を決定すると、欧米が積極的な金融引き締め
を進める中でも、日銀の緩和的な金融政策が継続するとの見方が広がり低下し
ました（価格は上昇）。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で横ばいとなりました。
積極的な金融引き締めを続けるFRBと、大規模な金融緩和を続ける日銀との
金融政策の方向性の違いが意識されるなか、円売り米ドル買いが優勢となり
ました。週末に政府・日銀がおよそ24年ぶりとなる米ドル売り介入を実施す
ると円は対米ドルで一時5円余り急騰し、週間では前週末比で横ばいとなりま
した。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、市場の想定以上にタカ派（金融引き締め推進派）的と
なったFOMCの結果を受け、日米両市場ともに前週末比で下落しました。
20～21日の日程で開催されたFOMCにおいて、FRBは3会合連続で0.75％
の大幅利上げを決定しました。市場では0.75％の利上げは織り込み済みで
あったものの、記者会見で『物価安定のため、しばらくの間引締め的な金融
政策を継続する必要がある。』とのパウエルFRB議長の発言や、FOMC参加
者の政策金利見通しが市場の想定よりもタカ派であると受け止められ、株式
市場は波乱の展開となりました。国内では、22日に岸田首相が新型コロナ
ウイルスの水際対策をめぐり、10月より1日あたりの入国者数の上限を撤廃
すると表明しました。今後は、インバウンド（訪日外国人旅行）拡充による
国内経済の活性化が期待されます。
FRBによる積極的な利上げが継続するとの見方から、足元の米長期金利は
およそ3.7％を超える水準まで上昇しています。金融引き締めに伴う景気減
速懸念は根強く、今週の株式市場も軟調な展開が予想されます。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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